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検索結果のインタラクティブな評価に基づくリランキングインタフェース
A Reranking Interface based on Interactive Evaluation of Search Results

軽部 孝典 志築 文太郎 田中 二郎∗

Summary. Web検索エンジンから得られる検索結果にはユーザの検索要求に合致したページとそうで
ないページが混在することが多いため,ユーザは閲覧によってそれを見分ける作業,検索クエリを修正する
作業を強いられる.本インタフェースの特徴は検索要求を検索結果のページ内の文章片で表現しリランキン
グする手法,および検索要求を検索要求ベクトルに追加するインタラクティブな手法,インタラクティブ性
を実現するための表示方法である.

1 はじめに

Web検索エンジンから得られる検索結果にはユー
ザの検索要求に合致したページとそうでないページ
が混在することが多い.この原因は,検索対象分野の
知識があまりないユーザにとって検索要求を単語で
表現することは難しい事, 一つのページ内には検索
ワードを含むが他の情報も含まれている事にあると
我々は考える. また,同じクエリでの検索でも求める
情報はユーザによっても検索の度にも違うため,ユー
ザは自分が欲しい情報が検索結果のランキングの上
位に集めることができたら満足のいく検索ができる
と考える.この問題に対し, 検索結果の一つのペー
ジを検索キーとして追加指定したり [1], 検索結果の
ページに含まれる単語を追加選択することによって
[2], 検索結果を順位付けし直すリランキングと呼ば
れる手法が提案されている.これらに対して、我々
は, 検索要求に適合した文章片 (以下, 適合文章片と
呼ぶ) をユーザが検索結果のページ内からインタラ
クティブに取捨選択することにより, 動的にリラン
キングを行えるインタフェースを提案する. 本イン
タフェースによって, ユーザは, リランキングのため
の検索要求の指定と, その結果の確認をインタラク
ティブに一画面内で行え, 徐々に検索要求を満たし
てゆくことが可能である.

2 提案インタフェース

本インタフェースは特徴として以下の二つを持つ.

• インタラクティブに取捨選択した適合文章片
によるリランキング

• 全操作が一画面で行えるインタフェース
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図 1. リランキングイメージ

2.1 インタラクティブに取捨選択した適合文章片
によるリランキング

本インタフェースによる検索結果のリランキング
のイメージを図１に示す. ユーザは適合文章片を検
索結果ページ内から選択すると,システムはその適
合文書片を基にリランキングを行う.ユーザは適合
文章片を追加してゆく事によって, より満足する検
索要求を徐々に構築してゆく事が可能である.逆に,
リランキング結果が悪くなったと感じた場合には,
ユーザは先に追加した適合文章片を除けば検索要求
の構成を戻す事も可能である.

2.2 全操作が一画面で行えるインタフェース

図２および図３に示す本インタフェースでは,検
索結果のリランキング作業に必要な以下の操作を一
画面で行うことが可能となっている.

(a) 検索語入力

(b) 検索結果リストの閲覧

(c) 検索結果のページの閲覧

(d) 適合文書片の取捨選択



WISS 2007

図 2. インタフェースデザイン

ユーザが検索語入力部 (図３)に検索語を与えて検索
を開始すると,検索エンジンからの検索結果が検索
結果リストに表示される. 検索結果リストの項目を
選択することによって,そのページをページ閲覧部
において閲覧できる. ユーザは閲覧と同時に適合文
章片の選択が可能である.表示されているページの
一部をドラッグして選択し,続けて検索要求構成部
へドロップすることにより適合文章片を検索要求に
追加できる.この際,リランキングが行われる.なお,
適合文章片は,ひとつのページの複数箇所,あるいは
複数のページからいくつでも選択し追加可能である.
適合文章片を検索要求から除くには,検索要求構成
部にポインタを一定時間留める.すると画面構成が
図２右のように変わり,検索要求構成部が大きく表
示される.この状態の検索要求構成部にはそれまで
に追加された全ての適合文章片がオブジェクトとし
て表示される.一度追加した適合文章片を取り除く
には対応するオブジェクトを周辺領域までドラッグ
するれば良い.この時にもリランキングが行われる.
マウスが検索要求構成部を離れると元の状態 (図２
左)に戻る. ユーザは上の (b)から (d)を高速に行
えるため,検索要求を容易かつ漸次的に構築し自分
の欲しいページを上位にリランクさせられる.

図 3. 画面構成

3 実装

本インタフェースの実装には Javaを用いた. 検
索エンジンとしては Yahoo!を用いている. Yahoo!

の検索API を用いて得られた検索結果から, 各ペー
ジのタイトルとスニペットの名詞を抽出し, 各ペー
ジの特徴ベクトルを生成する. また, リランキング
のために, 追加された適合文章片全てから名詞を抽
出し検索要求ベクトルを生成する. リランキングの
際には, 各ページの特徴ベクトルと検索要求ベクト
ルの類似度に基づいて, 検索結果を並べ替える.

4 関連研究

山本らよる研究 [3]では検索結果に対するユーザ
の操作を用いてリランキングを行うという点で本研
究と似たアプローチを取っている.しかし一方でク
エリとして追加,削除されるのはタイトルかスニペッ
ト内の単語であり,またボタンを介しリランキング
を行っている.これに対し本研究は適合文章片を用
いている点とインタフェースデザインが異なる.

5 まとめと今後の課題

検索要求を検索結果のページ内の文字列を適合文
章片として選択することにより表現する手法, およ
び検索要求を検索要求ベクトルに追加するインタラ
クティブな手法,インタラクティブ性を実現するた
めの表示方法を特徴とするインタフェースを実装し
た. 今後は検索要求構成部において,除いた適合文
章片を非適合文章として利用する手法の統合につい
て検討したい.
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